
 

 

 

 

 
 
 

 

             
 

 

 
 

 

主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所） 共催:新産業開発振興機構 

 

第 75 回（平成 24 年度第 3 回）産学官交流のご案内を致します。 

今回は記念すべき 75回目の開催です。静岡大学に協力いただき、下記のような内容による講演とポスターセッ

ションを企画しました。講演者と交流され、今後の活動に活かしてもらえばと考えます。学長・副学長も参加されま

す。多数の方の来場をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参 加 料 無料 （交流・懇親会参加者は 1,000 円／ 軽食・飲物を用意いたします） 

  定 員 ５０人 

  申込方法 下記申込書に記入してＦａｘ、E-mail で申し込み下さい。 

  事 務 局 静岡商工会議所 新産業課（担当：相磯、杉山） 

TEL:054-355-5400  FAX:054-340-5117  E-mail:info2@nio-s.net 

※ 学校側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 

※ 只今、クールビズ実施中ですので、どうぞ軽装でお越しください。 

※ 尚、申込書に記入いただいた情報は、当日名簿として配布するほか、静岡商工会議所からの各種連絡・情報 

提供に利用する事がありますことをご了承下さい。 

 

第７５回記念「産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（静岡大学） 

   平成２４年９月２１日（金）開催                        Ｆａｘ 054-340-5117 

事 業 所 名  

参加者名（役職） （        ） （        ） 

講 演 会 参加 ・参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会 参加（有料） ・参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地  TEL  

※E-mail  ※Ｆａｘ  

※欄：今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則E-mail 案内とさせていただきます。Ｆａｘでのご希望の場合は、「Ｆａｘ欄」のみご記入下さい。） 

 
本会には、宝くじ 

収益金の一部が使用

されています 

開催日時  平成２４年９月２１日（金） 

     講演会 16:00～18:30  交流会 18:45～19:45 

会    場  講演会 静岡商工会議所・清水事務所（産業情報プラザ）  ３階 研修室  

     交流会・ポスターセッション  同 上        １階 多目的ホール 

基調講演『人口減少・国際競争と中小企業の新しい役割・戦略 』 

静岡大学 名誉教授 土居英二 氏 
講演１ 『 最先端・可視化技術の紹介～旅行者バッグの中身が特定できる！～ 』 

静岡大学 電子工学研究所  准教授  青木徹 氏 
講演２ 『 最先端・高精度位置計測技術の紹介～土砂崩れの“予知”ができる！～ 』 

       静岡大学 工学部電気電子工学科 准教授  橋本岳  氏 
 

 

第 75 回記念「産学官交流」講演会・交流会 静

岡

大

学 
～異分野でも活かせる！～最先端技術の紹介 



肖像写真 

基調講演 『人口減少・国際競争と中小企業の新しい役割・戦略』 
静岡大学 名誉教授 土居英二 氏 

中小企業は、人口減少、国際競争の激化

などで厳しい環境にさらされている。 

独自の予測では、静岡市の人口は 2000年

の約 73 万人から、2075 年には約 29万人へ

と減少することが予想される（左図）。その4割が65歳以上の

高齢者となる静岡市とは、いったいどのような姿をしているの

だろうか。 

国力の原動力となってきた中小企業は、どのような役割が

発揮できるのだろうか。想像力を働かせ、知恵を出し合い、こ

れから起きるさまざまな問題をみんなで考え解決してゆくた

めに、話題を提供したい。 

 

講演１ 『 最先端・可視化技術の紹介～旅行者バッグの中身が特定できる！～ 』 

静岡大学 電子工学研究所  准教授  青木徹 氏 

Keywords ：X 線，透過像撮像，CT 撮像，材質識別 

X 線イメージ技術は、長い歴史を持つ透過イメージング

の代表例だが、白黒のいわゆる影絵であった。最近になっ

て X 線の強度だけでなく、エネルギー（波長）を使って透過

した材質を識別する手法がすこしずつ実用化され始めてき

た。ここではその精度をずっと高くし、断層像の実効原子番

号と電子密度を可視化し、透過像の物体識別をする

Photon Counting CT を紹介する。図は(a)可視光画像（チョ

コレートとキャラメルと爆弾）、（b）は X 線透過像、（c）は通常の CT 像で形状以外の物質の判別が難しいのに対し、

（d）は実効原子番号マッピング像、(e)は電子密度マッピング像で、これらから爆弾では明らかに電子密度が高い

ことがわかる。 

 

講演２ 『 最先端・高精度位置計測技術の紹介～土砂崩れの“予知”ができる！～ 』 
静岡大学 工学部電気電子工学科 准教授 橋本岳 氏 

Keywords ： 画像計測，遠距離高精度計測，応用先多数（生産技術，防災，測量，医療，他） 

本技術は、受動的ステレオ計測を用いた対象の位置計測、特に高精度計測を特徴としており、既存技術より一

桁上の高精度計測を実現できる。例えば、50m 先の対象を 1mm以下の誤差での計測が可能である。 

本技術の応用例として、アルゼンチンの氷河計測を挙げる。氷河の 1 日の動きが 2m 以下、かつ対象までの距

離が 1km以上という厳しい計測条件のもと、氷河の詳細な動きを計測できた。また現在、防災への応用として、土

砂崩れ（山崩れ）の“予知”に鋭意取り組んでいる。土砂崩れ発生の前には、山全体が膨張する、擁壁のブロック

が飛び出してくるなどの予兆現象が知られている。そこで、それら

の変化を数値的に計測することで、土砂崩れを予測できる警戒シ

ステムの実現を目指している。具体的には，静岡県内で最も交通

が集中する由比付近にて、擁壁ブロックの計測を行っており、24

時間計測システムの実現を準備している。 

本高精度計測技術には様々な応用が考えられる。生産技術、測量、医療、その他様々な応用についても鋭意

取り組んでいる。                                                

以上 


